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1.概要 

一般に、人間の行う思考や方向付けは、その

８７％が視覚情報に依存していることが知ら

れている 1。本論文では、ある条件下において

人間の視覚に多大な影響を及ぼすと考えられ

る錯視現象について考察する。また、錯視の

認知に個人差があることも知られている。本

研究では、健常者による錯視の認知がされに

くい場合でも、輝度を調節することによって

認知できると考えた。なお、学術講演会当日

では、錯視の度合いが色の明るさ等をコント

ロールすることによって変化されるというこ

とについて複数の被験者の実験により確かめ、

その結果について報告する予定である。 

2.錯視(visual illusion 或いは optical illusion) 

錯視とは、物理的な視覚刺激がそのまま認識

されるのではなく、刺激の空間的な配置や背

景状態などが変化して見える現象である。錯

視の種類は幾何学的錯視、運動錯視、色・明

るさの錯視など、多様に存在している 2-3。錯

視の多くは、目ではなく脳内活動で起きる現

象と考えられる為、本来は「脳の錯覚」と言

うべきであるが、便宜上「視覚性の錯覚」と

されることが多い。ここで、錯覚とは、「実在

する対象の真の性質とは異なる(疾患による

ものではない)知覚」と定義される。つまり、

対象が主体とは独立に存在するという意識、

およびその対象の真の性質について意識され

ているにも関わらず、その知覚が実体とは異

なる時、その知覚を錯覚と呼ぶ。 

3.錯視のメカニズム 

 

視覚における光情報は角膜、前眼房、水晶体

を通り、硝子体を通過して網膜に達する。水

晶体はその曲率を変えることにより、網膜上

に像を正確に結像させるピント調節の役割を

果たす。網膜である程度、視覚情報処理が行

われ、視神経を通り、その多くは外側膝状態

を介して大脳皮質の V1野に到達する。V1野

には単純細胞があり、それによりいくつかの

重要な視覚に関する情報処理が行われ、V1野

の隣に位置する V2野に送られて処理される。

さらに背側経路と腹側経路に分岐してそれぞ

れ処理されながら頭頂葉、下側頭葉という視

覚連合野に送られる。錯視はこの網膜から始

まる脳内の情報処理の過程で発生している 4。 

4.錯視量 

錯視量とは錯視によってもたらされる誤差の

量である。つまり錯視の強さを調節する場合、

錯視量を変えることによって実現できる。ま

た錯視になる要因を錯視成分と呼ぶ。実際に、

錯視成分の最小化は環境誤認から生じる事故

の防止、および、その最大化によって見落と

しにくい標識の設計などで活用されている 5。 

4-1.錯視量の制御 

V1 野での情報処理を数式で表した数理モデ

ルを作ることによって、多くの錯視をコンピ

ュータに発生させることができる 4。この錯視

の要因となる計算を変えることによって、錯

視量を弱めたり(または消去する）、あるいは

強めたり、ある程度自由にコントロールする

ことができる。この応用例として、フラクタ

ル螺旋錯視と文字列傾斜錯視が挙げられる。 

4-2.グラデーションを用いた錯視量の制御 
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輝度勾配(黒→濃い灰色→白→薄い灰色→黒)

の繰り返しを基本とした錯視を最適化フレー

ザー-ウィルコックス錯視 2と呼ぶ。この錯視

は、「暗→明」と「明→暗」の二つの錯視から

成り立っており、同じ方向になるように配置

すれば錯視量が多くなる。また、この錯視は

色による増強効果があり、「暗→明」の場合は

青と赤が有効で、「明→暗」の場合は黄と緑が

有効である。しかし、このような錯視現象は

実験的に確かめられていない。この錯視のメ

カニズムを利用して完成された「蛇の回転」

では、20人に１人程度は錯視が起きないこと

が判明されているが、その原因は現在も調査

中である 2。 

5.実験 

「暗→明」は赤と青、「明→暗」は黄と緑が有

効という事実は本当であるか、フレーザー・

ウィルコックス錯視に色をつけ,複数の被験

者を対象に調べる。画像を 5 秒間程度見つめ

てもらい、反応の程度(良く反応する、少し反

応する、全く反応しない)を 3択で選んで記入

してもらい各図形に対して反応する人・しな

い人の割合を確認する。また参考に被験者の

視力、性別、年齢等を記入するアンケート用

紙を配布し収集する。 

6.考察・結論 

文字列傾斜錯視では MSゴシック 12ptで傾く

ように配置する際にフォントと文字サイズの

制限がある。またこの錯視は特にパソコンの

画面上で web テキストとして表示した時等に

顕著に現れる場合顕著に現れることが報告さ

れており、その明確な理由が知らされていな

い 6。そこで本研究では、楷書体だけではなく、

英語の筆記体や行書などの崩した文字の場合

や同じ書体でも人によって書かれた文字の場

合、文字サイズや書体、輝度による錯視量の

変化について調査されるべきだと考えた。さ

らに「蛇の回転」では 20人に 1人程度 2、錯

視が起きない事からグラデーション効果がな

いと考える事が可能である為、色の識別が難

しい等の難病を患った人がいると推測される。

よって、目の疾患についても調べる必要があ

る。本研究では、グラデーションを用いた錯

視量の制御ではグラデーションの順番(黒→

濃い灰色→白→薄い灰色→黒)を決めること

によって錯視量を変化させることができるが

この錯視の色による増強効果の配色の理由と

して不明なことから、色の組み合わせによる

錯視量の変化について調査されるべきだと考

える。学術講演会の当日では、グラデーショ

ンを用いた錯視量の制御に関する実験結果に

ついて報告する予定である。 
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